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虻田地区トレーニング室移転のお知らせ
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佐伯昌彦さん
東奔西走／今月のワンショット

農事功績表彰「緑白綬有功章」受章

４ 有珠山噴火に対する
町民意識調査結果

あぶた福祉会17

男 ………………………… 3,943人
女 ………………………… 4,549人
計 ………………………… 8,492人
世帯 …………………… 4,824世帯

（－ 19）
（－ 13）
（－ 32）
（－ 13）

人 口 と 世 帯 の 動 き
（先月比）

＜ 12 月 31 日現在＞

宍戸　湊紗ちゃん                 
　　　 （みなさ）

健太さん・爽さん
11 月 3 日生　泉区

〇こまめな手洗い・手指消毒
〇人が多いところでのマスク着用

感染予防を心がけましょう！

外出先から帰ったとき

外にあるものを触ったとき

　夕日が見える渚公園
付近で撮影をしていた
ら、偶然２羽の白鳥を
発見しました。
　とても仲が良い様子
で湖に浮かんでいまし
た。

３ pickup news

ワンポイント手話

洞爺湖中島博物展示施設　名称決定！
「中島・湖の森博物館」

とうやこ
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pickup news

　毎月、職員が今月の手話を紹介します。
　第 29 回目は令和２年度採用の洞爺総
合支所庶務課髙橋杏美です。
■問合せ　健康福祉課福祉・高齢者グル
ープ（☎ 74-3001）

決める・決定

手話
ワンポイントワンポイント

　
　
春
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
現

　
　
在
建
設
中
の
洞
爺
湖
中
島
博

物
展
示
施
設
の
名
称
が
「
中
島
・

湖
の
森
博
物
館
」
に
決
定
し
ま
し

た
。

　

た
く
さ
ん
の
人
に
親
し
ま
れ
、

多
く
の
人
に
利
用
し
て
も
ら
う
こ

と
で
施
設
の
魅
力
や
機
能
を
効
果

的
に
発
信
し
て
い
く
た
め
に
名
称

を
募
集
し
、
町
内
外
か
ら
合
わ
せ

て
１
１
９
人
、
総
数
２
１
９
点
の

応
募
の
中
か
ら
選
定
し
ま
し
た
。

　
「
中
島
・
湖
の
森
博
物
館
」
の

今

名
称
を
考
案
し
た
、
と
う
や
小
学

校
（
田
湯
義
浩
校
長
）
５
年
生
の

和
泉
莉
音
さ
ん
は
「
き
れ
い
な
洞

爺
湖
に
あ
る
中
島
は
自
然
が
豊
か

で
私
の
大
好
き
な
場
所
で
す
。
そ

の
中
島
に
あ
る
博
物
館
を
思
い
浮

か
べ
て
名
前
を
付
け
ま
し
た
。
洞

爺
湖
町
に
住
ん
で
い
る
の
で
、
ず

っ
と
残
る
博
物
館
の
名
付
け
親
に

な
れ
て
良
か
っ
た
で
す
。
家
族
か

ら
も
褒
め
ら
れ
て
う
れ
し
か
っ
た

で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。　

　
洞
爺
湖
中
島
博
物
展
示
施
設
は

校
（
田
湯
義
浩
校
長
）
５
年
生
の

和
泉
莉
音
さ
ん
は
「
き
れ
い
な
洞

館内展示施設（イメージ図）

昭
和
30
年
に
森
林

資
源
の
資
料
の
展

示
を
目
的
に
開

館
、
そ
の
後
は
洞

爺
湖
を
取
り
巻
く

豊
か
な
自
然
と
、

こ
の
地
域
に
生
き

る
生
物
を
テ
ー
マ

と
し
た
資
料
な
ど

を
加
え
展
示
し
て

い
ま
し
た
が
、
施

設
が
老
朽
化
し
た

こ
と
な
ど
か
ら
建

替
工
事
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
新
し

い
博
物
館
は
、
洞

爺
湖
有
珠
山
ジ
オ

建設中の「中島・湖の森博物館」建設中の「中島・湖の森博物館」

パ
ー
ク
エ
リ
ア
の
特
徴
や
見
ど
こ

ろ
を
紹
介
す
る
ジ
オ
パ
ー
ク
情
報

ゾ
ー
ン
、
洞
爺
湖
や
中
島
の
自
然

環
境
の
特
性
な
ど
を
紹
介
す
る
洞

爺
湖
と
中
島
自
然
ゾ
ー
ン
、
実
際

の
フ
ィ
ー
ル
ド
へ
足
を
運
び
体
験

し
て
も
ら
う
た
め
の
中
島
散
策
情

報
ゾ
ー
ン
の
３
つ
の
展
示
エ
リ
ア

で
構
成
。
パ
ネ
ル
や
映
像
を
使
っ

て
分
か
り
や
す
く
展
示
し
、
洞
爺

湖
中
島
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

施
設
と
し
て
観
光
や
子
ど
も
た
ち

の
学
び
の
場
と
な
る
よ
う
に
活
用

さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
施
設
に
関
し
て
の
詳
細
は
観
光

振
興
課
（
☎
75
︱
4
4
0
0
）
に

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

右手の人差し指と中指の２指を伸ばして、

洞爺湖中島博物展示施設　名称決定！洞爺湖中島博物展示施設　名称決定！　
「中島・湖の森博物館」「中島・湖の森博物館」

左のてのひらにたたきつけます。

ジオパークジオパーク
情報ゾーン情報ゾーン

中島散策中島散策
情報ゾーン情報ゾーン

洞爺湖と中島洞爺湖と中島
自然ゾーン自然ゾーン
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有珠山噴火 対する有珠山噴火有珠山噴火 対する対するにに
町民意識調査結果町民意識調査結果

有珠山は昭和の時代から現在までに、1944（昭和 19）年、1977（昭和 52）年、2000（平成有珠山は昭和の時代から現在までに、1944（昭和 19）年、1977（昭和 52）年、2000（平成
12）年とおよそ 20年から 30年の周期で噴火をしています。直近では 2000 年に 23年ぶりに噴火12）年とおよそ 20年から 30年の周期で噴火をしています。直近では 2000 年に 23年ぶりに噴火
し、今後はいつ噴火してもおかしくはないといわれています。し、今後はいつ噴火してもおかしくはないといわれています。
　町では、噴火したときに町民みなさんの安全を守るために必要な施策を講じていて、その一環と　町では、噴火したときに町民みなさんの安全を守るために必要な施策を講じていて、その一環と
して町民の有珠山噴火に対する意識調査を酪農学園大学資源再利用学研究室が実施しました。して町民の有珠山噴火に対する意識調査を酪農学園大学資源再利用学研究室が実施しました。
■問合せ　企画防災課危機管理室（☎ 74-3004）■問合せ　企画防災課危機管理室（☎ 74-3004）

酪農学園大学　資源再利用学研究室　　押谷　一酪農学園大学　資源再利用学研究室　　押谷　一
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有珠山噴火 町民意識調査結果町民意識調査結果に対するに対する特
集

調査の対象
　有珠山が噴火したときに影響を受
けることが想定される虻田４～８区、
かっこう台区、入江１区、入江３～
４区、泉区、温泉１～５区、温泉８
区の自治会長および自治会役員を対
象に実施しました。（回答者 151人）

男女比率 年齢構成
無回答

女性

男性

67.5％67.5％
男性男性29.8％29.8％

女性女性

2.7％
無回答

60 歳以下

60 歳代

70 歳以上

13.2％13.2％
60歳以下60歳以下

56.3％56.3％
70歳以上70歳以上

30.5％30.5％
60歳代60歳代

多くの人が経験した 2000年噴火では「生命の危機」
を感じたと回答した人が 75.4％でした。
　特に温泉地区の温泉１区～３区、温泉８区の人は生
命の危機を感じたという回答が多かったのですが、他
の地区からは「全く感じなかった」「少し感じた」とい
う回答もありました。

「土地や家屋などの財産への影響」についてはおよ
そ９割の人が影響を感じ、特に温泉地区、かっこう台
区、入江１区、泉区の多くの人から、影響を感じてい
るとの回答がありました。また、「生活への影響や仕
事への影響」についてもすべての地区の多くの人から
影響を感じているとの回答がありました。

有珠山噴火の経験について、
77年前の 1944年の噴火を経
験した人は 12人、44年前の
1977年が 117人、21年前の
2000年噴火では 139人の人が
噴火を経験しています。

有珠山噴火に備えて「貴重品を
持ち出せるように準備している」
と回答した人は 78人でした。
　懐中電灯や携帯ラジオなどの
備品については 127人の人が準
備していて、服用している薬に
ついても 94人の人から準備して
いると回答がありました。

感じ
なか
った

感じ
た

75.4％75.4％

生命の危機を生命の危機を
感じた感じた24.6％24.6％

感じなかった感じなかった

強
く
感
じ
た

少
し
感
じ
た

感
じ
た

「生命の危機を感じた」と
回答した人の内訳

34.1％34.1％
少し感じた少し感じた 16.7％16.7％

強く強く
感じた感じた

24.6％24.6％
感じた感じた

2000年 139人 ／ 151人

1977年 117人 ／ 151人

1943年 12人 ／ 151人

2000年

1977年

1943年
複数回答

貴重品 78人 ／ 151人

備品 127人 ／ 151人

薬 94人 ／ 151人

有珠山噴火の経験

生命の危機・財産への影響

非常用の持ち出し準備



広報とうやこ　2021 年 2 月 ６

　各家庭に配布している「有珠山火山防災マップ」に
より、９割の人から、噴火したときにどのように行動
するかを知っているとの回答がありました。

知らない

知っている

90.7％90.7％
知っている知っている

9.3％9.3％

知らない、知らない、
または無回答または無回答

噴火の危険が迫ったとき、どのように情報を入手す
るかという質問については「テレビ・ラジオ」からと
いう回答が最も多く 116人、次いで「防災行政無線」
が 91人、「携帯電話・スマートフォン」が 90人、「知人・
友人」が 49人、「インターネット」が 13人となりま
した。
　年齢別で見ると、若い人の多くはテレビ・ラジオや

防災行政無線から情報を入手しているとの回答があり
ました。一方、携帯電話・スマートフォンによる情報
の入手については、若い人からの回答が少ない結果に
なりました。この項目については 60歳代以上の回答
者が比較的多いですが、情報の入手に対する回答が少
ないため、操作方法が不明なのか、情報元が不明なの
かについては詳細な分析が必要となります。

　避難先については、「指定された避難場所」
が 65.5％と最も多く、「北海道内に居住する家
族・親類・知人」は 12.6％。でした。一方、「北
海道内のホテル・旅館」「北海道外の親族・親
類・知人」という回答はほとんどありませんで
した。

無回答

その他

考えてない

道外の家族

道内のホテル

道内の家族

指定避難所

17.2％17.2％
無回答無回答

12.6％12.6％

道内の家族・道内の家族・
親類・知人親類・知人

2.0％2.0％
その他その他

1.3％1.3％
考えていない考えていない

65.5％65.5％
指定避難所指定避難所

0.7％0.7％
道内のホテル道内のホテル

0.7％0.7％

道外の家族・道外の家族・
親類・知人親類・知人

テレビ・ラジオ 116人 ／ 151人

防災行政無線 91人 ／ 151人

携帯電話・スマートフォン 90人 ／ 151人

複数回答
インターネット 13人 ／ 151人

知人・友人 49人 ／ 151人

町の有珠山火山防災マップ町の有珠山火山防災マップ

自治会ごとに避難場所が記載
されている防災マップ

有珠山火山防災マップの認知

情報の入手

避難する場所
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複数回答

　噴火の危険が迫ったとき「手伝ってくれるのは誰で
すか」という質問に対して「同居の家族」が最も多く
97人、次いで「自治会」が 58人、「知人・友人」が 52

人、「親類」は 49人となり、家族や地域の人たちの支
援に期待している人が比較的多い結果となりました。

　「避難するときの移動手段」について、自家用車を
利用すると回答した人が 77.5％で最も多く、町が用
意するバスを利用すると回答した人は 9.3％でした。

身体が不自由 11人 ／ 151人

留守宅での盗難 60人 ／ 151人

仕事や収入 47人 ／ 151人

複数回答

避難先での生活 100人 ／ 151人

ペット 21人 ／ 151人

「避難するときに心配なこと」という質問に対して
「避難先での生活」が最も多く 100人、次いで「留守宅
での盗難」が 60人、「仕事や収入」が 47人、「ペット」

が 21人、「身体が不自由で避難が難しい」と回答した
人が 11人となりました。

親類 49人 ／ 151人

知人・友人 52人 ／ 151人

自治会 58人 ／ 151人

97人 ／ 151人同居の家族

警察 16人 ／ 151人

消防署 33人 ／ 151人

自衛隊 32人 ／ 151人

無回答

その他

考えてない

バス

自家用車
77.5％77.5％

自家用車自家用車

11.9％11.9％
無回答無回答

0.6％0.6％
考えていない考えていない

0.7％0.7％
その他その他

9.3％9.3％

町が用意町が用意
するバスするバス

　今回のアンケート調査は、自治会長および自治会の
役員に限定して実施しましたので、町民の皆さんの考
えと一致しない部分もあるかもしれませんが、今後、

噴火する可能性のある有珠山と共存するための課題を
検討する一つの資料となることを期待しています。

有珠山噴火 町民意識調査結果町民意識調査結果に対するに対する特
集

避難するときの支援

避難するときの移動手段

避難するときに心配なこと

調査を通して



私たちの活動組織は多面的機能支払交付金を活用し、農地・農道などの地域資
源の保全活動や機能向上のための共同活動に取り組んでいます。

の力での力で
地域の資源を守ろう！地域の資源を守ろう！

■問合せ　洞爺総合支所農業振興課（☎ 82-5111）
～令和２年度　多面的機能支払交付金事業の活動事例紹介～～令和２年度　多面的機能支払交付金事業の活動事例紹介～

地域地域
　　地や農業用水などは、安全で安心な食料生産を支える
　　生産基盤としての役割はもちろん、国土・環境・生態
系の保全など多面的な役割を担っている地域の大切な資源
ですが、多くの集落で過疎化や高齢化が進行し、資源を守
る地域のまとまりが弱まっています。
　この事業は、農業者だけでなく地域住民、自治会、関係
団体などが幅広く参加する活動組織を立ち上げ、これまで
の保全活動に加えて、施設を長持ちさせるようなきめ細や

成香地域資源保全組合

▷電気柵による
　有害鳥獣対策

◁農地周りの
保全（草刈り）

活動事例

大原地区環境保全会

◁公共施設周辺
　の環境保全

５活動組織

▷代表者会議

香川地区資源保全組合

▷キカラシに
　よる景観形成

◁花壇への
　植栽活動

花和地区環境保全会

◁農道周辺伐採

財田・川東地域資源保全組合

▷未耕地での
　植栽活動

かな手入れや農村の自然や景観などを守る地域共同活動の
促進を目的に行っているものです。
　事業開始から６年目を迎えた今年度も 100 人を超える
構成員で活動しています。
　今年度は新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、
予定していた視察研修などが中止となり、会議なども制約
された中での活動となりましたが、各組織とも活動計画に
基づいた環境整備や有害鳥獣対策などを実施しました。

農
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コロナに負けないために
洞爺湖ロータリークラブ　マスクケース寄贈

　
　
爺
湖
温
泉
小
学
校
（
柿
崎
秀
顕　

　
　

校
長
）
の
３・
４
年
生
の
児
童

計
８
人
が
福
岡
市
立
勝
馬
小
学
校

の
３・
４
年
生
の
児
童
計
13
人
と
リ

モ
ー
ト
授
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

担
任
の
先
生
が
、
複
式
学
級
で
少

人
数
の
子
ど
も
た
ち
に
、
他
の
学
校

の
児
童
と
考
え
を
出
し
合
う
機
会
を

与
え
た
い
と
う
願
い
か
ら
リ
モ
ー
ト

で
の
授
業
を
企
画
し
実
現
。
一
緒
に

国
語
の
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
授
業
を
受
け
た
児
童
は
「
新
し
い

友
達
が
で
き
た
み
た
い
だ
っ
た
」
と

楽
し
そ
う
に
話
し
ま
し
た
。

のわだい
まち

遠くの仲間と一緒に授業�
洞爺湖温泉小学校リモート授業実施

　
　
爺
湖
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
Ｒ

　
　
Ｃ
、
三
浦
潤
介
会
長
）
は
、
町

に
マ
ス
ク
ケ
ー
ス
1
0
0
枚
を
寄

贈
し
、真
屋
町
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　
マ
ス
ク
ケ
ー
ス
の
作
成
は
、
同
Ｒ

Ｃ
社
会
奉
仕
委
員
長
小
田
原
香
織
さ

ん
自
身
が
食
事
を
し
て
い
る
と
き
に

マ
ス
ク
の
置
き
場
に
困
っ
た
こ
と
が

き
っ
か
け
。
マ
ス
ク
ケ
ー
ス
は
布
を

ミ
シ
ン
や
手
で
縫
い
、
消
毒
液
を
散

布
。
１
枚
ず
つ
丁
寧
に
袋
詰
め
さ

れ
、「
コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い
。
頑
張

ろ
う
洞
爺
湖
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
添

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

町民や観光客の憩いの場に�
「夕日が浜公園」と命名

リモート授業を受ける子どもたちリモート授業を受ける子どもたち

「夕日が浜公園」の名称を考案した高清水幸夫さん「夕日が浜公園」の名称を考案した高清水幸夫さん

洞

町と北海道日本ハムファイターズを盛り上げよう
北海道日本ハムファイターズ球団職員表敬訪問

　
　
工
会
地
域
活
性
化
特
別
委
員
会

　
　
と
虻
田
３
区
自
治
会
の
要
望
で

整
備
が
進
ん
で
い
た
公
園
が
完
成

し
、
町
民
か
ら
の
公
募
に
よ
り
「
夕

日
が
浜
公
園
」
と
命
名
さ
れ
ま
し

た
。
公
園
は
駅
前
大
通
線
海
側
の
海

浜
地
に
整
備
し
、
海
と
慣
れ
親
し
む

こ
と
が
で
き
る
新
た
な
観
光
ス
ポ
ッ

ト
と
し
て
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
名
称
を
考
案
し
た
高
清
水
幸
夫
さ

ん
は
「
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
見
て
き

た
き
れ
い
な
夕
日
に
は
思
い
入
れ
が

あ
る
の
で
、
率
直
に
う
れ
し
い
で

す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
　
海
道　
　
　
市
町
村
応
援
大
使　
　
　

　
　
2
0
2
1
に
洞
爺
湖
町
が
当

選
し
、
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ

タ
ー
ズ
球
団
職
員
が
真
屋
町
長
を
表

敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　
町
の
応
援
大
使
に
決
定
し
て
い
る

掘
選
手
、
バ
ー
ヘ
イ
ゲ
ン
選
手
、
秋

吉
選
手
や
球
団
と
共
に
、
今
年
１
年

間
、
ま
ち
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
実

施
す
る
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
つ

い
て
報
告
を
受
け
ま
し
た
。　

　
真
屋
町
長
は
「
み
ん
な
で
応
援
し

て
一
緒
に
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

18
12

23
12

24
12

真屋町長を表敬訪問した酒井恭佑ディレクター（右）真屋町長を表敬訪問した酒井恭佑ディレクター（右）

手作りマスクケースを寄贈した洞爺湖ＲＣの小田原さん（中央）手作りマスクケースを寄贈した洞爺湖ＲＣの小田原さん（中央）

町内で行われたイベントや活動を紹介します

22
12

洞

商北
１
７
９
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暮
ら
し お知らせ

information

　
忙
し
く
て
金
融
機
関
の
窓
口
や

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
支
払

う
時
間
が
な
い
と
い
う
人
は
、
便

利
な
口
座
振
替
を
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。

　
ま
た
、
口
座
振
替
に
は
、
当
月

分
を
当
月
末
に
引
き
落
と
す
こ
と

に
よ
り
月
々
50
円
割
引
さ
れ
る
早

割
制
度
や
現
金
納
付
よ
り
も
割
引

額
が
多
い
６
か
月
前
納
・
１
年
前

納
・
２
年
前
納
も
あ
り
大
変
お
得

で
す
。

　

６
か
月
前
納
・
１
年
前
納
・
２

年
前
納
の
申
し
込
み
締
切
日
は
、

毎
年
２
月
末
日
と
な
っ
て
い
ま

す
。
早
め
の
手
続
き
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
申
し
込
み
の
と
き
は
、
年
金
事

務
所
や
各
金
融
機
関
に
備
え
付
け

の
申
出
書
に
必
要
な
事
項
を
記
入

し
て
、
口
座
振
替
を
希
望
す
る
金

融
機
関
の
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
す
で
に
口
座
振
替
で
前
納

し
て
い
る
人
は
、
再
度
の
申
し
込

み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　
た
だ
し
、
１
年
前
納
か
ら
２
年

前
納
へ
の
変
更
な
ど
、
振
替
方
法

を
変
更
さ
れ
る
場
合
は
、
再
度
申

し
込
み
が
必
要
で
す
。

■
問
合
せ　

室
蘭
年
金
事
務

所
（
お
客
様
相
談
室
）
（
☎

0
1
4
3

－

50

－

1
0
0
4
）

／
住
民
課
住
民
・
戸
籍
年
金
グ

ル
ー
プ（
☎
74

－

3
0
0
2
）

　
宅
配
業
者
を
か
た
っ
て
シ
ョ
ー

ト
メ
ー
ル（
Ｓ
Ｍ
Ｓ
）
で
送
ら
れ

て
く
る「
偽
の
不
在
通
知
」
に
よ

る
消
費
者
被
害
が
い
ま
だ
に
全
国

で
多
数
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
送
ら
れ
て
く
る
偽
Ｓ
Ｍ
Ｓ
に
記

載
さ
れ
て
い
る
Ｕ
Ｒ
Ｌ
な
ど
か
ら

不
正
な
サ
イ
ト
に
誘
導
さ
れ
、
不

正
サ
イ
ト
か
ら
ア
プ
リ
を
イ
ン
ス

ト
ー
ル
し
て
し
ま
う
と
、
ス
マ
ホ

な
ど
が
乗
っ
取
ら
れ
、
偽
Ｓ
Ｍ
Ｓ

を
勝
手
に
送
信
さ
れ
る
な
ど
の
不

正
利
用
を
さ
れ
て
し
ま
い
、
身
に

覚
え
の
な
い
高
額
な
通
信
料
を
請

求
さ
れ
た
り
、
個
人
情
報
な
ど
を

盗
み
取
ら
れ
て
し
ま
う
場
合
が
あ

り
ま
す
。
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う

に
次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
身
に
覚
え
の
な
い
Ｓ
Ｍ
Ｓ
な
ど

の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
に
は
ア
ク
セ
ス
し
な

い
。

・
怪
し
い
ア
プ
リ
は
イ
ン
ス
ト
ー

ル
し
な
い
。

・
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
て
し
ま
っ
た

ら
ス
マ
ホ
な
ど
を
機
内
モ
ー
ド
に

し
て
ア
プ
リ
を
削
除
す
る
。

■
問
合
せ　

産
業
振
興
課
水

産
・
商
工
グ
ル
ー
プ（
☎
74

－

3
0
0
5
）

宅
配
業
者
を
か
た
る﹁
偽
の
不

在
通
知
﹂の
Ｓ
Ｍ
Ｓ
に
注
意
！

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
、

口
座
振
替
が
お
得
で
す

国
民
年
金
か
ら

育
英
資
金
特
別
給
付
金
の

申
請
は
済
ん
で
い
ま
す
か

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
蔓
延
に
よ
り
、
学
業
の
継
続
に

支
障
が
で
な
い
よ
う
支
援
す
る
た

め
、
育
英
資
金
特
別
給
付
金
を
支

給
し
て
い
ま
す
。給
付
対
象
者
で
、

ま
だ
申
請
さ
れ
て
い
な
い
人
は
、

申
し
込
み
期
限
ま
で
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

■
給
付
対
象
者　
大
学
や
短
大
、

専
修
学
校（
専
門
課
程
に
限
る
）

に
在
籍
す
る
学
生
で
、
令
和
２
年

４
月
１
日
現
在
、
洞
爺
湖
町
に
住

所
を
有
す
る
親
権
者
ま
た
は
こ
れ

に
代
わ
る
べ
き
人
が
い
る
学
生
。

■
給
付
額　
６
万
円（
学
生
１
人

に
つ
き
１
回
限
り
）

■
申
込
み
手
続
き︵
申
請
書
類
︶

①
洞
爺
湖
町
育
英
資
金
申
請
書
兼

振
込
依
頼
書（
特
別
給
付
金
）
②

在
学
証
明
書
※
申
請
書
類
な
ど

は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
ま
た
、

町
教
育
委
員
会
、
温
泉
支
所
、
洞

爺
総
合
支
所
に
も
あ
り
ま
す
。

■
申
込
み
期
限　
令
和
3
年
３
月

31
日（
水
）
※
郵
送
の
場
合
は
申

込
期
限
の
同
日
消
印
有
効
で
す
。

■
問
合
せ　
洞
爺
湖
町
教
育
委
員

会
管
理
課
学
校
教
育
グ
ル
ー
プ

（
☎
74

－

3
0
0
9
／
〒
0
4
9

－

5
6
9
2
洞
爺
湖
町
栄
町
58

番
地
）

を掲載しませんか広告に
　町では、広報とうやこに民間の企業や自営業の人
の広告を掲載することで地域経済の活性化を図るた
め、広告を募集しています。
　締切は発行月の前月５日までです。掲載料や手続
きは、問い合わせください。
■問合せ　企画防災課広報統計グループ（☎ 74-3004）

ととううややここ
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お知らせ

違
法
・
迷
惑
駐
車
の
防
止

伊
達
警
察
署
か
ら

①
道
路
を
狭
く
し
て
通
行
の
妨
害

に
な
り
ま
す

　

違
法
駐
車
が
あ
る
た
め
に
、

交
通
渋
滞
を
引
き
起
こ
し
、
ス

ム
ー
ズ
な
車
両
走
行
が
で
き
な
く　
　

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

歩
道
上
駐
車
は
歩
行
者
の
通
行
を

妨
げ
ま
す
。

②
交
差
点
事
故
の
原
因
と
な
り
ま

す
　

交
差
点
付
近
の
違
法
駐
車
は
、

通
行
す
る
車
両
や
歩
行
者
の
見

通
し
を
妨
げ
、
交
差
点
事
故
の　
　

原
因
と
な
り
ま
す
。

③
緊
急
車
両
の
活
動
を
妨
げ
ま
す

　
狭
い
道
路
に
違
法
駐
車
が
あ
る

と
き
は
、
他
の
車
両
が
通
行
不

能
と
な
り
ま
す
。
特
に
、
消
防　
　

車
や
救
急
車
な
ど
の
緊
急
車
両
の

活
動
を
妨
げ
、
人
命
救
助
に
重
大

な
影
響
を
与
え
ま
す
。

④
歩
行
者
事
故
な
ど
の
原
因
に
な

り
ま
す

　
住
宅
街
で
の
違
法
駐
車
は
、
駐

車
車
両
の
直
前
や
直
後
か
ら
幼

児
、
児
童
の
飛
び
出
し
に
よ
る　
　

事
故
や
夜
間
に
は
走
行
車
両
が
駐

車
車
両
に
気
付
か
ず
に
衝
突
す
る

な
ど
、
交
通
事
故
の
原
因
に
も
な

り
ま
す
。

⑤
除
排
雪
作
業
の
障
害
と
な
り
ま

す
　
違
法
駐
車
が
除
排
雪
作
業
の
妨

げ
と
な
り
、住
民
に
迷
惑
を
か
け
、

生
活
に
も
重
大
な
影
響
を
与
え
ま

す
。

●
運
転
免
許
更
新
時
講
習

　
更
新
時
講
習
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
防
止
の
観
点
か
ら
、

完
全
予
約
制
と
な
っ
て
い
ま
す
。

日
程
を
確
認
し
、
早
め
の
更
新
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ　
伊
達
警
察
署（
☎
22

－

0
1
1
0
）

確
定
申
告
の
お
知
ら
せ

室
蘭
税
務
署
か
ら

　
令
和
２
年
分
の
所
得
税
の
確
定

申
告
の
相
談
や
申
告
書
の
受
付

は
、
２
月
16
日（
火
）
～
３
月
15

日（
月
）
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　
今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

対
策
と
し
て
、
確
定
申
告
会
場
の

混
雑
を
緩
和
す
る
必
要
が
あ
る
こ

と
か
ら
、会
場
へ
の
入
場
に
は「
入

場
整
理
券
」が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
入
場
整
理
券
の
配
付
状

況
・
会
場
の
混
雑
状
況
に
よ
り
、

来
場
さ
れ
た
時
間
よ
り
後
の
時
間

と
な
る
場
合
や
後
日
の
来
場
を
お

願
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
入
場
整
理
券
の
配
付
方
法　
①

各
確
定
申
告
会
場
で
当
日
配
付
②

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
事
前
発
行
※
入
場
整

理
券
に
つ
い
て
は
、
電
話
で
の
予

約
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

■
相
談
受
付
日
時　
　
２
月
16
日

（
火
）
～
３
月
15
日（
月
）
９
時
～

16
時

●
パ
ソ
コ
ン・
ス
マ
ホ
で
の
申
告

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、

パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な

ど
か
ら
、
所
得
税
・
消
費
税
・
贈

与
税
の
確
定
申
告
書
を
作
成
し
、

e

－

T
a
x（
電
子
申
告
）
や
印

刷
し
て
郵
送
で
提
出
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
感
染
防
止
の
観
点
か
ら
、
多
く

の
人
が
訪
れ
る
確
定
申
告
会
場
で

は
な
く
、
自
宅
で
の
申
告
書
の
作

成
・
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。
申

告
書
の
作
成
や
入
場
整
理
券
の

配
付
方
法
な
ど
の
詳
細
は
国
税

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
札
幌
国
税
局　

確
定
申
告
」
を
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

●
医
療
費
控
除
は
、
明
細
書
の
添

付
が
必
要
で
す

　
確
定
申
告
で
医
療
費
控
除
を
適

用
す
る
た
め
に
は
、
領
収
書
の
提

出
の
代
わ
り
に「
医
療
費
控
除
の

明
細
書
」
を
申
請
書
に
添
付
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。（
医
療
費
の

領
収
書
は
、
自
宅
で
５
年
間
保
存

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
）

　

な
お
、
昨
年
ま
で
の「
医
療
費

控
除
の
明
細
書
」
の
添
付
に
代
え

て
、
医
療
費
の
領
収
書
の
提
示
や

提
出
に
よ
る
方
法
で
は
医
療
費
控

除
の
適
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
税
金
の
相
談
は
電
話
で

　

所
轄
の
税
務
署
へ
の
電
話
は
、

自
動
音
声
に
よ
り
案
内
し
ま
す
。

自
動
音
声
で「
0
」
を
選
択
す
る

と
、
確
定
申
告
電
話
相
談
セ
ン

タ
ー
の
職
員
が
相
談
に
応
じ
ま

す
。

■
問
合
せ　

室
蘭
税
務
署（
☎

0
1
4
3

－

22

－

4
1
5
1
）

国
税
の
納
付
は

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
を
！

室
蘭
税
務
署
か
ら

　
国
税
の
納
付
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

方
法
が
あ
り
ま
す
が
、
中
で
も

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
は
、簡
単・

便
利
に
納
付
が
で
き
ま
す
の
で
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
を
利
用

す
れ
ば
、
確
定
申
告
期
な
ど
の
窓

口
が
混
雑
す
る
時
期
に
、
金
融
機

関
や
税
務
署
に
出
向
く
こ
と
な
く

自
宅
や
事
務
所
で
納
付
が
で
き
ま

す
。

●
振
替
納
税

　
事
前
に
税
務
署
に
届
け
出
る
こ

と
で
、
振
替
日
に
預
貯
金
口
座
か

ら
自
動
的
に
納
付
が
で
き
ま
す
。

１
度
届
出
を
行
え
ば
継
続
し
て
利

用
が
可
能
で
す
。

●
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付

　
パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ホ
な
ど
か
ら

「
国
税
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
支
払

い
サ
イ
ト
」
に
ア
ク
セ
ス
し
、
必

要
事
項
を
入
力
す
る
だ
け
で
納
付

が
で
き
、
事
前
の
届
け
出
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。
※
納
付
税
額
に
応

じ
た
決
済
手
数
料
が
か
か
り
ま

す
。

●
そ
の
他
の
納
付
手
段

　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
利
用
し
た
コ
ン

ビ
ニ
納
付
・
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
・

電
子
納
税
な
ど
、
自
身
に
合
っ
た

納
付
手
段
を
選
択
で
き
ま
す
。
詳

細
は「
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

室
蘭
税
務
署（
☎

0
1
4
3

－

22

－

4
1
5
1
）
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募
　
集

　
相
続
手
続
き
、
遺
言
書
の
作
成

や
、
契
約
手
続
き
、
ま
た
官
公
署

に
提
出
す
る
書
類
の
作
成
な
ど
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
事
前
の
予
約
は
不
要
で
す
。

■
日
　
時

２
月
20
日（
土
）、
３

月
20
日（
土
）
９
時
30
分
～
12
時

■
場
　
所　
赤
川
集
会
所

■
問
合
せ　

北
海
道
行
政
書
士

会
室
蘭
支
部（
☎
76

－

３
５
３
８　

担
当
後
藤
）
／
住
民
課
住
民
・

戸
籍
年
金
グ
ル
ー
プ（
☎
74

－

相
　
談

﹁
行
政
に
関
わ
る
く
ら
し

の
無
料
相
談
会
﹂
開
催

自
衛
隊
募
集

■
募
集
種
目　
①
自
衛
官
候
補
生

②
予
備
自
衛
官
補

■
資
　
格　
①
18
歳
以
上
33
歳
未

満
の
男
女
②
18
歳
以
上
34
歳
未
満

の
男
女

■
受
付
期
限　
①
２
月
12
日（
金
）

②
４
月
９
日（
金
）

■
試
験
日　
①
２
月
19
日（
金
）、

20
日（
土
）（
い
ず
れ
か
１
日
）
②

４
月
17
日（
土
）～
21
日（
水
）（
い

無
料
法
律
相
談
会
開
催

　
金
銭
、
相
続
、
夫
婦
間
、
交
通

事
故
、
消
費
者
問
題
の
ト
ラ
ブ
ル

な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
必
ず
２
日
前
の
17
時
ま
で
に
事

前
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

　
定
員（
３
人
）に
な
り
次
第
締
め

切
り
ま
す
。

＜

虻
田
地
区＞

■
日
　
時　
２
月
18
日（
木
）
13

時
30
分
～
15
時

■
場
　
所　
洞
爺
湖
町
役
場

■
担
　
当　
林
正
樹
弁
護
士（
伊

達
噴
火
湾
法
律
事
務
所
）

＜

温
泉
地
区＞

■
日
　
時

３
月
４
日（
木
）
13

時
30
分
～
15
時

■
場
　
所　
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー

■
担
　
当

池
田
翔
一
弁
護
士

（
池
田
翔
一
法
律
事
務
所
）

■
問
合
せ

住
民
課
住
民
・
戸

籍
年
金
グ
ル
ー
プ（
☎
74－

3
0
0
２
）

子
ど
も
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

相
談
窓
口

　
い
じ
め
や
不
登
校
、
体
罰
な
ど

中
皮
腫
や
肺
が
ん
な
ど
、
石

綿
に
よ
る
疾
病
の
補
償・
救
済

　
中
皮
腫
や
肺
が
ん
な
ど
を
発
症

し
、
そ
れ
が
労
働
者
と
し
て
石
綿

ば
く
露
作
業
に
従
事
し
て
い
た
こ

と
が
原
因
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た

場
合
に
は
、
労
働
者
災
害
補
償
保

険
法
に
基
づ
く
各
種
保
険
給
付
や

石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
に

関
す
る
法
律
に
基
づ
く
特
別
遺
族

給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
石
綿
に
よ
る
疾
病
は
、
石
綿
を

吸
っ
て
か
ら
非
常
に
長
い
年
月
を

経
て
発
症
す
る
こ
と
が
大
き
な
特

徴
で
す
。

　
中
皮
腫
な
ど
で
亡
く
な
っ
た
人

が
過
去
に
石
綿
業
務
に
従
事
し
て

い
た
場
合
に
は
、
労
災
保
険
給
付

な
ど
の
支
給
対
象
と
な
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
都

道
府
県
労
働
局
や
労
働
基
準
監
督

署
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　
北
海
道
労
働
局
労
働

基
準
部
労
災
補
償
課（
☎
0
1
1

－

7
0
9－

2
3
1
1
）

町
民
交
通
傷
害
保
険
終
了

の
お
知
ら
せ

　
町
で
は
、
町
民
が
交
通
事
故
な

ど
に
遭
わ
れ
た
と
き
な
ど
の
補
償

を
目
的
と
し
た
交
通
傷
害
保
険
制

度
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
引

受
保
険
会
社
よ
り
取
り
扱
い
が
廃

止
と
な
る
連
絡
が
あ
り
、
代
替
保

険
会
社
も
な
い
状
況
で
あ
る
た

め
、
令
和
３
年
度
以
降
の
受
付
は

行
わ
な
い
こ
と
と
し
、
今
年
度
で

交
通
傷
害
保
険
制
度
を
終
了
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
長
年
に
わ
た
り
町
民
の
皆
さ
ん

に
協
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

■
問
合
せ　

住
民
課
住
民
・
戸

籍
年
金
グ
ル
ー
プ（
☎
74－

3
0
0
２
）

﹁
西
い
ぶ
り
合
同
企
業
説

明
会
﹂
開
催

　
西
い
ぶ
り
地
域
の
企
業
約
30
社

が
出
展
す
る
広
域
合
同
企
業
説
明

会
が
室
蘭
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
参
加
企
業
な
ど
の
詳
細
は
室
蘭

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
の
企
業
担
当

者
と
直
接
対
話
が
で
き
ま
す
。
ぜ

ひ
、
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

■
日
　
時　
２
月
14
日（
日
）
12

時
30
分
～
16
時
30
分

■
場
　
所　
中
嶋
神
社　
蓬
崍
殿

■
対
象
者　
一
般
求
職
者
、
転
職

者
、
令
和
３
年
３
月
卒
業
予
定
の

学
生（
保
護
者
も
可
）
※
今
後
就

職
活
動
を
行
う
高
校
生
、
大
学
生

な
ど（
令
和
４
年
卒
業
生
）
に
つ

い
て
は
企
業
説
明
の
み
と
な
り
ま

す
。

■
申
込
み　

事
前
申
し
込
み
不

要
。
当
日
会
場
ま
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。

■
問
合
せ　

室
蘭
市
経
済
部
産

業
振
興
課（
☎
0
1
4
3

－

22－

1
1
1
7
）

ず
れ
か
１
日
）

■
問
合
せ　

防
衛
省
自
衛
隊
札

幌
地
方
協
力
本
部
室
蘭
地
域

事
務
所（
☎
0
1
4
3－

44－

9
5
3
3
）

３
０
０
２
）



故志賀智榮子さん
■ 12月 25日死去■ 88歳■遺族は公さん■洞第４
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お知らせ

  心からおくやみ
　　　　　　申し上げます 

故沼原輝代さん
■ 12月 23日死去■ 86歳■遺族は一雄さん■三豊区

故生田忠好さん
■ 12月 22日死去■ 84歳■遺族は春子さん■虻３区

故小山余志さん
■ 10月７日死去■ 95歳■遺族は幸子さん■虻４区
故大平隆盛さん
■ 11月 16日死去■ 85歳■遺族はかほるさん■温５区

故竹下弘さん
■ 12月 16日死去■ 99歳■遺族はコトミさん■洞第６
故小山キクヨさん
■ 12月 20日死去■ 98歳■遺族は輝夫さん■入４区

12月20日から１月19日届出分

　窓口へ届出があり、広報紙への掲載を承諾
した人を掲載しています。

人
日
や
足
る
を
知
る
な
り
朝
の
膳

　
　
　
　
　
　

佐
藤
美
風　

新
雪
の
ほ
ど
よ
き
嵩
や
わ
れ
八
十
路

　
　
　

千
葉
征
子　
　
　

大
手
も
て
客
を
招
く
や
花
八
手

　
　
　

菅
原
敏
子　
　
　

見
上
げ
れ
ば
屋
根
が
声
出
す
雪
下
し

　

小
笠
原
勇　
　
　

餌
台
に
定
員
は
な
し
寒
雀

　
　
　
　
　

矢
野
知
子　
　

わ
た
し
の
う
た

あ
ぷ
た
俳
句
会　

１
月
定
例
会

故菊田繁さん
■ 12月５日死去■ 90歳■遺族は成也さん■入４区

の
学
校
教
育
に
関
す
る
悩
み
、
子

育
て
・
し
つ
け
な
ど
家
庭
教
育
に

関
す
る
悩
み
な
ど
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

◆
電
話
相
談

☎
０
１
２
０－
３
８
８
2－

56

（
無
料
、
毎
日
24
時
間
対
応
）

◆
メ
ー
ル
相
談

doken-sodan@
hokkaido-c.

ed.jp

※
急
ぎ
の
場
合
は
電
話
相
談
を
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
来
所
相
談

■
時
　
間

10
時
～
16
時（
土
日・

祝
日
、
年
末
年
始
は
休
み
）

■
場
　
所　
子
ど
も
相
談
支
援
セ

寄
　
付

　
善
意
の
ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

●
社
会
福
祉
協
議
会

＜

歳
末
助
け
合
い
寄
付
金＞

▽
連
合
洞
爺
湖
支
部
は
３
万
円

▽
西
胆
振
行
政
事
務
組
合
洞
爺
湖

支
署
管
理
職
一
同
は
５
千
円

＜

寄
附
物
品＞

▽
坂
上
昭
郎
さ
ん
（
入
４
区
）

▽
永
井
君
江
さ
ん
（
虻
５
区
）

▽
河
原
岩
己
さ
ん
（
虻
４
区
）

▽
奥
山
耕
一
さ
ん
（
温
３
区
）

▽
道
の
駅
あ
ぷ
た

▽
虻
田
郵
便
局

お
詫
び
と
訂
正

　

１
月
号「
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ

ん
の
」
で「
星　
凜
々
花
ち
ゃ
ん
」

の
名
前
に
間
違
い
が
あ
り
ま
し

た
。正
し
く
は「
星　
凛
々
花
ち
ゃ

ん
」
で
す
。

　
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

故玉根徳松さん
■ 12月 20日死去■ 93歳■遺族はアヤ子さん■虻８区

故浮田則男さん
■１月２日死去■ 97歳■遺族は良子さん■虻７区

故山中サキさん
■ 12月 31日死去■ 93歳■遺族は晴善さん■入４区

故藤田雪子さん
■ 12月 26日死去■ 79歳■遺族は成さん■洞第４

故船水光雄さん
■１月８日死去■ 56歳■遺族はさおりさん■入４区
故南出正夫さん
■１月 10日死去■ 88歳■遺族は信男さん■洞第５
故宮崎ヨシ子さん
■１月 10日死去■ 96歳■遺族は敏一さん■温８区

働
き
た
い
人
の
た
め
の

出
張
相
談
会

　
「
働
き
た
い
」
を
応
援
す
る
無
料

出
張
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
と

ま
こ
ま
い
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
は
、
働
き
た
い
人
に
向

け
た
就
労
自
立
支
援
施
設
で
す
。

そ
の
他
就
労
相
談
も
歓
迎
で
す
。

■
日
　
時

３
月
５
日（
金
）
13

時
30
分
～
15
時
30
分

■
場
　
所　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
伊
達

故武藤イトエさん
■ 12月２日死去■ 96歳■遺族は小林幸さん■泉区

故佐藤務さん
■１月 13日死去■ 77歳■遺族は佐々木保則さん■温８区

ン
タ
ー
（
札
幌
市
中
央
区
北
３
条

西
７
丁
目
道
庁
別
館
８
階
）

※
電
話
相
談
で
予
約
し
て
く
だ
さ

い
。

■
対　
象　
お
お
む
ね
15
歳
か
ら

49
歳
の
人・
家
族

■
内
　
容　
就
労
相
談
・
就
労
体

験
他

■
問
合
せ　

と
ま
こ
ま
い
若
者

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン（
☎

０
1
4
4

－

84

－
８
6
7
0
）



さわやかだ
より

問合せ問合せ　健康福祉センターさわやか （☎ 76-4006）　健康福祉センターさわやか （☎ 76-4006）

健康福祉センターさわやか内に設置されているトレーニング室が、社会福祉法人あぶた福祉会「さぽーとステー
ション　ゆうあい」の施設内に移転します。

開館日時
さぽーとステーションゆうあい内トレーニング室
火・木・土曜日・・・13 時～ 20 時 30 分
日曜日・・・・・・・10 時～ 17 時 30 分

料　金
１ 日 券 200 円
回 数 券 2,000 円（１日券 11 枚つづり）
１か月券 1,500 円
１ 年 券 10,000 円

各券の販売はトレーニング室受付で行っています。
　１年券購入時は写真が必要となります。（縦 2.5 セ
ンチ×横２センチ）
　券は両トレーニング室で共通して使用できます。
※ 75 歳以上は無料です。

利用に関して
運動用シューズ（外靴では入れません）、運動にあっ

た服装、着替え、タオルなどを準備してください。さ
ぽーとステーションゆうあい内トレーニング室には、
ロッカー ( １回 100 円、利用後は料金が返却されま
す )、施設内には更衣室、シャワー室が設置されてい
ます。

利用できる人
原則として高校生以上の人が利用できます。

　ただし、医師から運動を禁止されている人や飲酒し
ている人、迷惑行為などある人の場合は利用できない
場合があります。

14広報とうやこ　2021 年 2 月

移転のお知らせ移転のお知らせ移転のお知らせ移転のお知らせ
虻田地区トレーニング室虻田地区トレーニング室

　※移転に伴い、令和３年３月１日～３月 31 日まで
　トレーニング室を休館します。
　洞爺ふれ愛センター内のトレーニング室はこれまで　
　どおり使用できます。

機器名機器名 効果のある筋肉効果のある筋肉
エアロバイク 大腿四頭筋・大臀筋・下腿三頭筋
バックエクステンション 背筋・脊柱起立筋・大臀筋
フライ 大胸筋
ベントレッグアドミナル 腹筋
ランニングマシーン 腹筋・背筋・大腿部
レッグエクステンション 大腿四頭筋

利用できる機器

さぽーとステーションゆうあい
機能訓練室

■移転先

洞爺湖町高砂町 128 番地５■住　所
令和３年４月１日予定■再開時期

コスモス
団地

読書の家

健康福祉センター
さわやか

洞爺協会病院

とうやこ幼稚園

さぽーとステーション
ゆうあい

セイコー
マート

ひまわり
団地

ニコット
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あぶた読書の家 （☎ 76-2100）
［時間］10 時～ 16 時 20 分 ［休館日］木曜日、祝日
みずうみ読書の家 （☎ 75-4702）

［時間］10 時～ 15 時　 ［休館日］木曜日、祝日
洞爺総合センター図書室 （☎ 82-5111）

［時間］９時～ 16 時 30 分　 ［休館日］なし

書
からから家家読 のの

新
刊
案
内

■
あ
ぶ
た
読
書
の
家

＜

一
　
般＞

▽
小
説
ア
ド
ル
フ
・

ヒ
ト
ラ
ー（
全
３
巻
）（
濵
田
浩
一

郎
）▽
降
る
が
い
い（
佐
々
木
譲
）

▽
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
イ
フ
（
北
大
路
公

子
）▽
図
書
館
の
子（
佐
々
木
譲
）

▽
生
か
さ
ず
、
殺
さ
ず
（
久
坂
部

羊
）
▽
半
沢
直
樹　
ア
ル
ル
カ
ン

と
道
化
師
（
池
井
戸
潤
）
▽
テ
ロ

リ
ス
ト
の
家
（
中
山
七
里
）
▽
灯

台
か
ら
の
響
き
（
宮
本
輝
）
▽
風

よ
、
あ
ら
し
よ
（
村
山
由
佳
）

＜

児
童
書＞

▽
き
み
へ
の
お
く
り

も
の
（
刀
根
里
衣
）
▽
に
じ
い
ろ

の
せ
か
い
（
刀
根
里
衣
）

■
み
ず
う
み
読
書
の
家

＜

一
　
般＞

▽
相
克　
越
境
捜
査

（
笹
本
稜
平
）
▽
善
医
の
罪
（
久

坂
部
羊
）
▽
見
果
て
ぬ
花
（
浅
田

次
郎
）
▽
お
ば
ん
で
ご
ざ
い
ま
す

（
桜
木
紫
乃
）
▽
ア
ン
ダ
ー
ク
ラ

ス
（
相
場
英
雄
）
▽
た
べ
る
生
活

（
群
よ
う
こ
）
▽
M
E
M
O
R
Y

（
吉
田
恭
教
）
▽
こ
の
本
を
盗
む

者
は
（
深
緑
野
分
）
▽
眠
れ
る
美

女
（
秋
吉
理
香
子
）
▽
湖
の
女
た

ち
（
吉
田
修
一
）
▽
動
物
警
察
24

時
（
新
堂
冬
樹
）

＜

児
童
書＞

▽
青
田
波　
新
酔
い

ど
れ
小
籐
次
19
（
佐
伯
泰
英
）
▽

ノ
ラ
ネ
コ
ぐ
ん
だ
ん
ケ
ー
キ
を
た

べ
る
（
工
藤
ノ
リ
コ
）
▽
江
戸
の

空
見
師　
嵐
太
郎
（
佐
和
み
ず
え

著
／
し
ま
ざ
き
ジ
ョ
ゼ
絵
）
▽
虹

い
ろ
図
書
館
の
ひ
な
と
ゆ
ん
（
櫻

井
と
り
お
）

■
洞
爺
総
合
セ
ン
タ
ー
図
書
室

＜

一
　
般＞

▽
キ
ッ
チ
ン
（
吉
本

ば
な
な
）
▽
や
め
る
と
き
も
、
す

こ
や
か
な
る
と
き
も
（
窪
美
澄
）

▽
崩
れ
る
脳
を
抱
き
し
め
て
（
知

念
実
希
人
）

＜

児
童
書＞

▽
な
に
が
で
き
る
で

し
ょ
ー
か
？（
大
森
裕
子
）▽
あ
な

た
が
お
と
な
に
な
っ
た
と
き
（
湯

本
香
樹
実
著
／
は
た
こ
う
し
ろ
う

著
）

中学生までに読んでおきたい日本文学（全 10 巻）
編者　松田 哲夫
　編者の松田哲夫さんが読んで面白
いと感じられる作品、作者の発した
メッセージがしっかり伝わってくる
作品だけを選出しています。
　難しい言葉には欄外下部に解説や
絵があり、読みやすくなっています。

（あぶた読書の家所蔵）

絵本の玉手箱　２月のおはなし会
■日　時　２月 22 日（月）、３月８
日（月）10 時～ 11 時 30 分
■場　所 あぶた母と子の館
■問合せ　佐藤（☎ 76-2487）
※マスク着用の参加をお願いします。
人数制限を行うこともありますので
ご了承ください。

今月の
リポーター
西山雄治さん

　
　
解
け
が
進
み
温
か
く
な
る

　
　

３
月
は
緑
が
芽
を
出
し
、

生
き
も
の
も
活
動
し
始
め
る
た

め
か
、
私
も「
さ
あ
や
る
ぞ
！
」

と
い
う
前
向
き
な
気
持
ち
に
な

れ
る
の
で
私
は
と
て
も
好
き
な

時
期
で
す
。
多
く
の
人
が
同
じ

よ
う
な
思
い
を
抱
い
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
月

も
ま
だ
寒
い
日
が
続
き
ま
す

し
、
人
が
集
ま
る
場
所
に
出
歩

く
こ
と
も
消
極
的
に
な
っ
て
し

ま
う
状
況
の
た
め
、
自
宅
で
過

ご
す
時
間
が
多
い
か
と
思
い
ま

す
。
春
が
来
れ
ば
散
歩
を
し
た

り
、
外
で
自
然
に
触
れ
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
、
来
月
に
な
る

の
が
待
ち
遠
し
い
で
す
。

　
私
は
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

業
務
の
一
環
と
し
て
、
毎
月
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
Ｆ
Ｍ
放
送
局

（
ワ
イ
ラ
ジ
オ
77・6
メ
ガ
ヘ
ル

ツ
）
で
ラ
ジ
オ
収
録
を
行
っ
て

い
ま
す
。
西
胆
振
管
内
の
市
町

の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
が
週

替
わ
り
で
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー

と
自
由
に
語
る
コ
ー
ナ
ー
で
、

各
々
が
地
元
の
イ
ベ
ン
ト
情
報

な
ど
周
知
し
た
い
こ
と
を
発
信

し
た
り
、
現
在
ハ
マ
っ
て
い
る

こ
と
な
ど
、
本
当
に
自
由
に
好

き
な
こ
と
を
語
る
10
分
程
度
の

コ
ー
ナ
ー
に
な
っ
て
い
ま
す
。

洞
爺
湖
町
は
毎
月
第
２
土
曜
日

11
時
30
分
か
ら
で
す
。
興
味
の

あ
る
人
は
聞
い
て
み
て
く
だ
さ

い
。

　
昨
年
末
か
ら
先
月
の
中
旬
ま

で
追
加
販
売
さ
れ
ま
し
た「
あ

つ
も
り
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
」

で
す
が
、
使
用
期
限
が
近
づ
い

て
い
ま
す
。
昨
年
９
月
の
初
回

販
売
分
も
含
め
て
、
使
用
期
限

は
２
月
14
日
ま
で
と
な
っ
て
い

ま
す
。
手
元
に
残
し
て
い
て
も

払
い
戻
し
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
使
い
忘
れ
の
な
い
よ
う
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

雪

今月の
１冊

広報とうやこ　2021 年 2 月広報とうやこ　2021 年 2 月15
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洞
爺
湖
消
防
出
初
式

洞爺湖支署（☎ 76-2119）・洞爺出張所（☎ 87-2119）・『火災・救急・救助 119 番』
　
　
爺
湖
町
の
無
火
災
・
無
災
害

　
　
を
祈
り
毎
年
１
月
５
日
に
開

催
し
て
い
る
、
洞
爺
湖
消
防
出
初

式
（
西
胆
振
行
政
事
務
組
合
洞
爺

湖
消
防
団
・
洞
爺
湖
支
署
主
催
）

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防

止
の
た
め
今
年
は
中
止
と
な
り
ま

し
た
。

　
洞
爺
湖
町
民
の
皆
さ
ん
に
は
、

暖
房
機
器
の
取
り
扱
い
や
食
事
の

準
備
な
ど
火
気
の
使
用
に
は
十
分

注
意
し
、
今
年
1
年
、
安
心
・
安

全
・
無
火
災
の
洞
爺
湖
町
と
な
る

よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
永
年
に
わ
た
る
消
防
団

活
動
に
功
績
の
あ
っ
た
消
防
団
員

へ
、
後
日
表
彰
状
及
び
感
謝
状
が

伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
３
年
消
防
出
初
式
の
表
彰

者
は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称

略
）

●
北
海
道
知
事
表
彰

■
功
労
章

副
団
長　
矢
野
克
典
（
団
本
部
）

■
30
年
勤
続
表
彰

部
長　
福
原
博
文
（
第
２
分
団
）

／
班
長　

木
谷
和
久
（
第
４
分

団
）
／
団
員　
島
村
昌
勝
（
第
１

分
団
）

■
20
年
勤
続
表
彰

班
長　
福
島
正
和
（
第
１
分
団
）

■
10
年
勤
続
表
彰
　

団
員　

野
々
村
健
一
（
第
１
分

団
）
／
団
員　
小
原
裕
樹
（
第
１

分
団
）

●
北
海
道
消
防
協
会
表
彰

■
特
別
功
績
章

分
団
長　

大
西
明
夫
（
第
３
分

団
）
／
分
団
長　
堀
家
潔
（
第
４

分
団
）
／
分
団
長　

菊
地
新
市　

（
第
１
分
団
）

■
功
績
章

副
分
団
長　
入
谷
松
一
（
第
２
分

団
）

■
30
年
勤
続
表
彰

班
長　
木
谷
和
久
（
第
４
分
団
）

／
団
員　
小
山
忠
（
第
３
分
団
）　

■
20
年
勤
続
表
彰　
　

班
長　
小
林
進
市
（
第
１
分
団
）

■
10
年
勤
続
表
彰

班
長　
阿
部
和
真
（
第
２
分
団
）

／
団
員　
加
藤
浩
（
第
２
分
団
）

●
西
胆
振
行
政
事
務
組
合
管
理
者

表
彰

■
30
年
勤
続
表
彰

班
長　
木
谷
和
久
（
第
４
分
団
）

／
団
員　
小
山
忠
（
第
３
分
団
）

■
20
年
勤
続
表
彰

班
長　
福
島
正
和
（
第
１
分
団
）

／
班
長　

小
林
進
市
（
第
１
分

団
）

●
洞
爺
湖
町
長
感
謝
状

■
20
年
勤
続
表
彰

班
長　
小
林
進
市
（
第
１
分
団
）

洞

統
一
標
語

﹃
そ
の
火
事
を

防
ぐ
あ
な
た
に

金
メ
ダ
ル
﹄

広報とうやこ　2021 年２月

「災害情報メール」システム変更に伴う
指定受信アドレスの訂正のお願い

　令和３年１月号で災害情報メールのシステム変更に伴い、指
定受信アドレス変更による再登録をお願いしましたが、アドレ
スに誤りがありました。
　正しいアドレスとQR コードは以下の通りです。

「nishiiburi-fd@fs119.ktaiwork.jp」

　大変迷惑をかけてしまい申し訳ありません。
　なお、不明な点がある場合は、西胆振行政事務組合消防本部
消防課通信係まで問い合わせください。

■問合せ　西胆振行政事務組合消防本部消防課通信係（☎21-
5503 ／FAX25-4129）

西
胆
振
行
政
事
務
組
合
で
は

　
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　
　
　
開
設
し
て
い
ま
す

　
各
種
試
験
案
内
・
講
習
会
の
お

知
ら
せ
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
設

置
や
消
火
器
点
検
内
容
、
各
種
届

出
・
申
請
様
式
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
西
胆
振
行
政
事
務
組
合

消
防
本
部
は
、
情
報
発
信
の
た
め

公
式
F
a
c
e
b
o
o
k
を
開

設
し
ま
し
た
。

　
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
コ
メ
ン
ト
の
応

答
、
F
a
c
e
b
o
o
k
上
か

ら
の
緊
急
通
報
や
出
動
要
請
は
一

切
受
付
け
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

　
問
い
合
わ
せ
な
ど
に
つ
い
て
は

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て

く
だ
さ
い
。

西
胆
振
行
政
事
務
組
合
消
防
本
部

Ｈ
Ｐ

h
ttp

://n
fd

119.
sakura.ne.jp/index.htm

l



65
第

回

地
域
生
活
支
援
拠
点
施
設

整
備
工
事
の
竣
工

　
　
域
生
活
支
援
拠
点
施
設
整
備

　
　

事
業
に
つ
い
て
、「
広
報
と

う
や
こ
」
2
0
2
0
年
８
月
号

で
そ
の
概
要
な
ど
を
お
知
ら
せ
し

ま
し
た
が
、
昨
年
12
月
25
日
、
建

築
検
査
、
消
防
検
査
な
ど
が
終
了

し
、
建
築
工
事
が
完
了
し
ま
し

た
。
工
事
の
間
、
か
っ
こ
う
台
地

区
住
民
を
は
じ
め
町
民
の
皆
さ
ん

に
は
、
工
事
に
よ
る
騒
音
、
大
型

車
両
の
出
入
り
と
何
か
と
迷
惑
を

地

広報とうやこ　2021 年２月広報とうやこ　2021 年２月17

か
け
ま
し
た
が
、
無
事
、
建
物
が

完
成
し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
あ
ぶ
た
福
祉
会

中
長
期
計
画
（
平
成
28
年
4
月
～

令
和
3
年
3
月
）に
よ
る
も
の
で
、

地
域
生
活
支
援
拠
点
と
し
て
障
が

い
の
あ
る
人
が
、
住
み
慣
れ
た
地

域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る

よ
う
、
さ
ま
ざ
な
支
援
を
切
れ
目

な
く
提
供
し
、
障
が
い
の
あ
る
人

の
こ
う
し
た
生
活
を
地
域
全
体
で

支
え
る
体
制
と
し
て
「
障
が
い
の

あ
る
人
た
ち
や
そ
の
家
族
が
安
心

し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
地
域

づ
く
り
」
を
目
指
す
も
の
で
す
。

　
施
設
の
名
称
を
「
さ
ぽ
ー
と
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
ゆ
う
あ
い
」（
以
下

当
該
拠
点
施
設
）
と
し
、
次
の
機

能
を
備
え
た
事
業
を
行
う
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

◆
友
愛
の
里
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
障
が
い
者
が
地
域
で
安
心
し
て

自
立
し
た
生
活
を
送
っ
て
い
く
た

め
に
は
、
障
が
い
者
が
日
々
の
暮

ら
し
の
中
で
抱
え
て
い
る
ニ
ー
ズ

や
課
題
に
き
め
細
か
く
対
応
し
、

必
要
に
応
じ
て
適
切
な
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
な
ど
へ
結
び
つ
け
て
い

く
た
め
の
相
談
支
援
が
重
要
で
あ

り
、
そ
の
体
制
を
強
化
し
ま
す
。

◆
地
域
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
ふ
れ

ん
ど

　

共
同
生
活
援
助
（
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
）
の
主
た
る
事
業
所
と
し

ま
す
。
11
か
所
の
住
居
で
、
高
齢

に
よ
る
心
身
の
機
能
低
下
や
重
い

障
が
い
が
あ
っ
て
も
、
地
域
で
の

生
活
を
楽
し
く
生
き
が
い
を
も
っ

て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
支

援
し
ま
す
。
同
敷
地
内
に
設
置
す

る
共
同
生
活
住
居
内
に
併
設
型
短

期
入
所
を
設
置
し
、
緊
急
時
の
受

け
入
れ
・
対
応
な
ど
の
支
援
機
能

を
強
化
し
ま
す
。

◆
研
修
セ
ン
タ
ー

　
友
愛
の
里
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

を
核
と
し
て
、
行
動
障
が
い
者
、

高
齢
化
に
伴
い
重
度
化
し
た
障
が

い
者
に
対
し
、
専
門
的
な
対
応
を

行
う
こ
と
の
で
き
る
体
制
の
確
保

や
専
門
的
な
対
応
が
で
き
る
人
材

の
養
成
と
そ
の
質
の
向
上
を
図
る

た
め
の
拠
点
と
し
て
設
置
し
ま
す
。

◆
デ
イ
セ
ン
タ
ー
憩
い
の
丘

　
利
用
者
の
高
齢
化
・
重
度
化
に

伴
い
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
在
宅
な

ど
の
高
齢
・
重
度
の
障
が
い
を
有

し
て
い
る
人
を
対
象
に
生
活
介
護

サ
ー
ビ
ス
（
健
康
づ
く
り
、
介
護

予
防
な
ど
の
た
め
の
機
能
訓
練
、

創
作
的
活
動
な
ど
）
の
提
供
を
行

い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
食
堂
を
運
営
し
、

社
会
人
と
し
て
生
き
が
い
と
喜
び

を
持
て
る「
働
く
場
」を
提
供
し
、

自
立
と
社
会
経
済
活
動
（
生
産
活

動
）
へ
の
参
加
な
ど
多
様
な
活
動

を
提
供
し
ま
す
。

◆
地
域
交
流

①
地
域
食
堂

　

生
活
介
護
の
生
産
活
動
と
し

て
、
地
域
食
堂
を
運
営
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。
高
齢
者
や
子
ど

も
た
ち
と
障
が
い
者
な
ど
地
域
住

民
が
ふ
れ
あ
う
こ
と
の
で
き
る
交

流
・
つ
な
が
り
の
場
と
し
ま
す
。

②
洞
爺
湖
町
地
域
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
の
受
託
運
営

　

当
該
拠
点
施
設
で
受
託
運
営

し
、利
用
者
の
希
望
に
応
じ
て「
デ

イ
セ
ン
タ
ー
憩
い
の
丘
」の
ほ
か
、

当
法
人
が
設
置
す
る
施
設
・
事
業

所
を
選
択
で
き
る
仕
組
み
と
し
、

創
作
活
動
や
交
流
の
場
を
提
供
し

ま
す
。

③
洞
爺
湖
町
健
康
増
進
事
業
の
一

部
受
託

　
洞
爺
湖
町
で
は
、
町
民
の
健
康

の
増
進
と
福
祉
の
向
上
を
図
る
た

め
、
洞
爺
湖
町
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
「
さ
わ
や
か
」
な
ど
の
施
設

を
設
置
し
て
い
ま
す
が
、「
さ
わ

や
か
」
内
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器

を
当
該
拠
点
施
設（
機
能
訓
練
室
）

に
移
設
し
、
そ
の
業
務
の
一
部
を

受
託
し
ま
す
。

◆
法
人
事
務
セ
ン
タ
ー

　
事
務
処
理
の
充
実
・
強
化
と
労

務
管
理
・
財
務
管
理
な
ど
に
お
け

る
行
政・金
融
機
関
な
ど
の
連
絡・

調
整
事
務
の
利
便
性
の
向
上
を
図

る
た
め
、
当
該
拠
点
施
設
に
法
人

事
務
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
す
。

　
地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
取
り

組
み
に
貢
献
す
る
こ
と
の
で
き
る

複
合
的
な
機
能
を
有
し
た
施
設
と

し
て
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
を
含

む
広
い
世
代
の
地
域
住
民
の
交
流

拠
点
と
し
て
地
域
共
生
社
会
の
実

現
に
向
け
て
地
域
の
中
で
新
た
な

役
割
を
担
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。

「さぽーとステーションゆうあい」外観「さぽーとステーションゆうあい」外観



ジオパーク通信ジオパーク通信

第 103号
洞爺湖有珠山ジオパーク推進協議会

洞爺湖町役場内
☎（0142）74-3015ジオパーク通信ジオパーク通信

洞爺湖有珠山ジオパークだより

広報とうやこ　2021 年２月 18

洞爺湖有珠山ジオパークは、北海道伊達市・豊浦町・壮瞥町・洞爺湖町の４つの市町の取り組みです。
大地の見どころの保全、観光振興、教育活動などを通して、この地域の魅力を伝えています。

「ジオパークコーナー」ができました「ジオパークコーナー」ができました
虻田郵便局に

　虻田郵便局（洞爺湖町本町33-1）に、洞爺湖有珠山ジオパークのパンフレッ
ト、散策マップ、絵本などを紹介する「展示コーナー」が設置されました。待
ち時間にぜひご覧ください。

！！

　洞爺湖有珠山ジオパーク推進協議会では、日
本ジオパークネットワークが年１回発行して
いる雑誌「ジオパークマガジン」をはじめ、ジ
オパークに関するさまざまな資料を多くの人
に読んでほしいことから、伊達市、豊浦町、壮瞥
町、洞爺湖町内の待合スペースのある施設（金

融機関、病院、診療所、歯科医院、調剤薬局、美容
院など）および関連団体など、合計370 か所以
上に配布し、設置をお願いしています。ちょっ
とした待ち時間に、大地の謎や物語をのぞいて
みませんか？

ジオパークの最新情報をチェック
　洞爺湖有珠山ジオパークでは、メールマガジン、
ユーチューブ、インスタグラム、フェイスブックで
も、情報発信を行っています。左のQR コードをス
キャンして、登録ください！！



上記のイベントなどの情報は２月１日現在の情報です。新型コロナウイルス感染症拡大の影響で、予定され
ているイベントが中止や延期となる場合がありますので、ご了承ください。詳細は問い合わせください。

2月12日（金）
保育所開放

10：00 ～ 11：30
本町保育所（☎ 76-2673）

13日（土）・14日（日） スノーシュー散策

17 日（水）

脳の健康教室
9：30 ～ 11：15
健康福祉センター（☎ 76-4363< 社会福祉協議会＞）

保育所開放
10：00 ～ 11：30
桜ヶ丘保育所（☎ 75-2088）

18 日（木）

コグニの集い
13：30 ～ 14：30
洞爺駅交流センター 2 階（☎ 76-4363 ＜社会福祉協議会＞）

無料法律相談会

19 日（金）

洞爺地区健康相談
9：30 ～ 11：30
洞爺総合支所（☎ 82-5111）

親子ふれあい遊び
10：00 ～ 11：30
地域交流センター（☎ 76-2008 ＜子育て支援センター＞）

20 日（土） 行政に関わるくらしの無料相談会

22 日（月）
「ひじり在宅クリニック」健康教室

11：15 ～
ひじり在宅クリニック（☎ 76-4838）

24 日（水）

脳の健康教室
9：30 ～ 11：15
健康福祉センター（☎ 76-4363< 社会福祉協議会＞）

保育所開放
10：00 ～ 11：30
洞爺保育所（☎ 82-5559）

25 日（木） 献血
虻田地区

26 日（金）

保育所開放
10：00 ～ 11：30
本町保育所（☎ 76-2673）

「ひじり在宅クリニック」健康教室
11：00 ～ 12：00
ひじり在宅クリニック（☎ 76-4838）

乳児健診
12：50 ～
健康福祉センター（☎ 76-4006）

28 日（日）
絵便りとはがき版を含む講習会

13：30 ～ 16：00
地域交流センター（☎ 090-1387-0420　髙尾

＜ NPO 国際芸術文化協会主催＞）

３月１日（月）
「ひじり在宅クリニック」健康教室

11：15 ～
ひじり在宅クリニック（☎ 76-4838）

３日（水）
保育所開放

10：00 ～ 11：30
本町保育所（☎ 76-2673）

時間 場所時 所 詳 詳細イベントカレンダーの見方

イベントカレンダーイベントカレンダー

ピックアップイベントピックアップイベント

スノーシュー散策
■日　時 ２月 13 日（土）～ 14 日（日）10 時～ 11 時
■場　所　洞爺財田自然体験ハウス
■対　象　全年齢対象（未就学児は保護者同伴）
■定　員　10 人（申し込み順）
■申込み 前日の 17 時までに電話で申し込みください。
■参加費　１人 300 円
■服装・持ち物　動きやすい服装、雪靴（長靴でも可）、
飲み物、タオル、帽子、防寒具、手袋（軍手）、耳当て、
ネックウォーマー、マスクなど
※スノーシューとストックはこちらで準備します。
■問合せ　洞爺財田自然体験ハウス（☎ 82-5999）

４日（木）

1.6 歳児・３歳児健診
12：30 ～
健康福祉センター（☎ 76-4006）

無料法律相談会

５日（金）

洞爺地区健康相談
9：30 ～ 11：30
洞爺総合支所（☎ 82-5111）

保育所開放
10：00 ～ 11：30
本町保育所（☎ 76-2673）

７日（日）
ビジターセンターお宝探し

10：00 ～ 11：30
洞爺湖ビジターセンター・火山科学館（☎ 75-2555）

10 日（水）
保育所開放

10：00 ～ 11：30
入江保育所（☎ 76-4317）

12 日（金）
親子ふれあい遊び

10：00 ～ 11：30
子育て支援センター（☎ 76-2008）

時
所

広報とうやこ　2021 年２月広報とうやこ　2021 年２月19

ｐ 12詳

おめでとう100歳歳

　１月28日に100歳の誕生日を迎えた太田シヅ子さ
ん（泉区）にお祝い金と花束を贈呈し、長寿を祝福し
ました。

太田シヅ子さん

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

ｐ 12詳

ピックアップイベント詳

ｐ 12詳
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続
可
能
な
有
機
農
業
の
普
及

　
　
と
、
食
の
安
全
・
安
心
を
消

費
者
に
届
け
る
「
洞
爺
湖
ブ
ラ
ン

ド
」
の
確
立
、
新
規
就
農
者
や
青

年
農
業
者
へ
の
指
導
・
助
言
な
ど

担
い
手
育
成
に
貢
献
し
た
こ
と
か

ら
緑
白
綬
有
功
章
を
受
章
し
た
佐

伯
昌
彦
さ
ん
。「
就
農
し
て
か
ら

は
常
に
農
業
が
抱
え
る
課
題
と
向

き
合
い
、
解
決
で
き
る
方
法
を
考

え
、
行
動
し
て
き
た
結
果
が
今
回

の
受
章
に
繋
が
っ
た
と
思
い
ま

す
」と
受
章
の
喜
び
を
話
し
ま
す
。

　
佐
伯
さ
ん
は
、
洞
爺
湖
町
出
身

スポットライト

Spotlight

東奔西走
ワンショット今月の

　　年末や新年はじめには大雪となりましたが、だんだん暖　　　
　　かくなり、雪もとけ始めてきたように感じます。このま
ま暖かくなり、春が近づいてくるのが待ち遠しいです。（C.K）　
　　年の節分は２月２日でした。節分が２日となったのは 12
　　4 年ぶりのことでとても珍しい現象となったようです。
我が家では恵方巻を食べ、豆まきをして無病息災を願いまし
た（M.O）

で
大
学
卒
業
後
は
大
学
院
に
進
み

ま
し
た
が
「
農
業
の
現
場
で
起
き

て
い
る
課
題
と
向
き
合
い
た
い
」

と
の
想
い
が
原
動
力
と
な
り
、
25

歳
の
と
き
に
就
農
し
ま
し
た
。　

30
歳
代
後
半
に
は
、
化
学
農
薬

や
化
成
肥
料
に
依
存
す
る
近
代
農

業
で
は
本
来
の
地
力
が
落
ち
る
こ

と
を
実
感
し
、
土
づ
く
り
に
は
有

機
的
な
農
業
を
取
り
入
れ
、
持
続

可
能
な
農
業
と
は
何
か
を
常
に
考

え
な
が
ら
実
践
し
て
き
ま
し
た
。

同
じ
こ
ろ
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

の
農
業
に
触
れ
、「
農
業
は
楽
し

昨

地
域
の
農
業
を
持
続
さ
せ
る
た
め
の

人
づ
く
り
に
貢
献
し
た
い

今

profi le
昭 和 30 年 3 月 19 日
生まれ。趣味は読書と
渓流釣り。美沢西在住。
65 歳。

農事功績表彰「緑白綬有功章」受章

佐 伯 昌 彦さん
持

雲の隙間から見える朝日雲の隙間から見える朝日

りょくはくじゅゆうこうしょう

い
場
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

思
っ
た
と
話
し
ま
す
。

　
平
成
８
年
に
北
海
道
指
導
農
業

士
に
認
定
さ
れ
て
か
ら
は
後
継
者

の
育
成
や
新
規
就
農
を
志
す
人
に

研
修
の
場
を
提
供
し
た
り
支
援
を

し
て
き
ま
し
た
。
新
規
就
農
や
雇

用
就
農
す
る
場
合
の
難
し
さ
も
あ

り
ま
し
た
が
、
自
分
自
身
の
勉
強

に
も
な
っ
た
と
言
い
ま
す
。　

　
平
成
17
年
に
は
、
土
づ
く
り
に

こ
だ
わ
る
農
業
者
集
団
で
組
織
す

る
株
式
会
社
マ
ル
タ
の
代
表
取
締

役
社
長
に
就
任
。
全
国
各
地
の
生

産
者
と
出
会
う
こ
と
で
農
業
の
魅

力
や
可
能
性
を
再
認
識
し
、
そ
こ

で
働
く
人
た
ち
の
喜
び
や
感
動
に

触
れ
た
こ
と
で
、
後
継
者
や
担
い

手
の
育
成
に
力
を
入
れ
て
行
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
う
使
命
感
を
感

じ
ま
し
た
。

　
最
後
に
佐
伯
さ
ん
は
「
地
域
農

業
を
持
続
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な

後
継
者
や
担
い
手
の
育
成
、
新
規

就
農
希
望
者
や
研
修
生
な
ど
の
農

業
を
志
す
人
た
ち
へ
の
支
援
を
通

し
て
、
農
業
が
抱
え
る
課
題
を
解

決
す
る
た
め
に
こ
れ
ま
で
の
経
験

を
活
か
し
、
少
し
で
も
力
に
な
り

た
い
」と
意
気
込
み
を
語
り
ま
す
。


